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平成２０年度 学校法人八洲学園事業計画書 
 １．平成２０年度法人の概要 （１）設置学校一覧 設置学校名 学（校）長名 郵便番号 学校所在地 学校設置認可年月日 男女校種別 八洲学園大学 山本 恒夫 220-0021 神奈川県横浜市西区桜木町７－４２ 平成１５年１１月２７日 男女 八洲学園高等学校 二宮 聡 593-8327 大阪府堺市西区鳳中町７－２２５－３ 平成０４年０３月３１日 男女 八洲学園大学国際高等学校 中田 雅敏 905-0211 沖縄県国頭郡本部町備瀬１２４９ 平成１２年０３月３１日 男女 八洲学園高等専修学校 谷口 充 593-8327 大阪府堺市西区鳳中町４－１３２ 昭和５４年０４月０１日 男女 西日本柔道整復専門学校 宮本 弘隆  540-0004 大阪府大阪市中央区玉造１－３－１５ 平成１４年０３月３１日 男女 
 （２）平成２０度設置学部・課程・学科・収容定員・在籍者数一覧（平成 20年３月１日現在） 設置学校名 大学  ・・・学部 高等学校・・・課程 専修学校・・・課程 大学  ・・・課程     高等学校・・・学科 専修学校・・・学科 入学定員（人） 収容定員 （人） 在籍者数 （人） 聴講生等数 （人） 収容率 （％） 家庭教育課程 ６００ ２１００ ３７３   １９ １７．７ 八洲学園大学 生涯学習学部（通） 人間開発教育課程 ６００ ２１００   ６１９ ６０８ ２９．４ 八洲学園高等学校 通信制課程（広域） 普通科 ※※※※※ ３０００ ４１７０ １９５ １３９．０ 八洲学園国際高等学校 通信制課程（広域） 普通科 ※※※※※ ５０００ ８２９ １ １６．６ 経理高等課程 商業科  １００ ３００  ５３ ０ １７．７ 八洲学園高等専修学校 

 専攻科  ８０ ２５ ０ ３１．３ 西日本柔道整復専門学校 医療専門課程 柔道整復学科 ６０ １８０ １７６ ０ ９７．０ 
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（３）平成２０年度役員の概要 理         事 監         事 評    議    員 定   数 実数 任期 定   数 実数 任期 定   数 実数 任期 ５ ～ ７ ５ ４ ２ ～ ３ ２ ４ １１ ～ １５ １４ ４ 
 常・非常勤 理事・監事の別 職名 氏名 就任年月日 再任年月日 何号理事 兼職名 常勤 理事 理事長 和田 公人 平成０９年０６月１６日 平成１７年０６月１４日 ２号理事 国際高校校長 常勤 理事  山本 恒夫 平成２０年０４月０１日  １号理事 大学学長 非常勤 理事  小森 嘉之 平成１４年０９月１８日 平成１７年０６月１４日 ２号理事 会社役員 非常勤 理事  吉原 和仁 平成１５年０５月２９日 平成１７年０６月１４日 ２号理事 会社社長 非常勤 理事  古川 直季 平成１７年０６月１４日  ３号理事 市会議員 非常勤 監事  上田 実 平成０５年０６月１５日 平成１７年０６月１４日  税理士 非常勤 監事  前鼻 英蔵 平成１７年０６月１４日   西野学園理事長 （４）教職員の概要 
  合計 八洲学園大学 八洲学園高等学校 八洲学園大学国際高等学校 八洲学園高等専修学校 西日本柔道整復専門学校 本部 本務 ８９ ２７ ３９ ７ ６ １０ ０ 教員 非 常 勤 ２０７ ７３ ７７ １２ ４ ４１ ０ 本務 ２５ ８ ７ ２ ０ ４ ４ 職員 兼務 ２０ ３ ６ ２ ２ ５ ２ 
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２ 事業の概要 （１） 平成２０年度の事業の概要 ① 施設・設備の整備計画 
 年 度 事  項 事業規模等 事業費 財  源 実施時期 備  考 ２０ 八洲学園大学 空調修理 

 

  見積書依頼 
 

 学生納付金 
 

 近々 
 

 １９～ 
 

 

 

 

 

 

 

 ２０ 
 ２０ 

八洲学園高等学校 関東分校化計画に伴う新校舎移転 （平成１６年度～１８年度組み入れ計画） 
 文部科学省令による通信制高校設置基準緩和における協力校増加計画 情報科（情報Ａ）生徒実習用パソコン購入 行事・広報用印刷物作成カラープリンター 

 

1,200ｍ２程度 
 

 

 

 

 

 

 ＰＣ ５～６台 
 レーザーカラープリンター 

 所要見込総額 
500,000,000円 
 

 

 

 

 

 

1,000,000円 
 

1,000,000円 

 第２号基本金 
 

 

 

 

 

 

 教育用研究費 
 管理用その他の機器備品 

 平成 1９年３月期～平成２０年度 
 

 

 平成２０年度～ 
 

 平成２０年度 
 平成２０年度 

 再生計画に基づく関東分校化において、校舎老朽化のため 
 協力校を独自に設立 
 ＰＣ教室に代わる実習のため 外部発注を抑え手作り・時間短縮のため ２０ 

 

 

八洲学園大学国際高等学校 鉄骨サビ止め塗装（宿舎） 鉄骨サビ止め塗装（職員室）      
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２０ 八洲学園高等専修学校 校舎老朽化激しく突発的な補修発生見込み 予備費を増加して対応 
 ２０ 

 

 

西日本柔道整復専門学校 超音波画像診断機  臨床実習の授業の際使用。他校との差別化による教育の充実を目的とする。 
 

 

3,000,000円  平成２０年度収入より  ７月  画像により骨格や筋肉・血管が詳細に見ることができ学生の医学見識に繋がる。 
 

 ②授業料変更等 
 事    項 概    要 ２０ 八洲学園高等専修学校本科・専攻科とも後期より値上げ 

 他の設置校変更なし 各科とも月額 5,000円の値上げを保護者の同意を得て府庁に申請し承認され次第値上げを実施する予定。生徒減少に諸物価値上げによる経費増加を回避する措置のため。 
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 ② 主な事業の概要 
 年 度 事    項 概    要 ２０ 八洲学園大学 セミナースクーリング（少人数）開設 １. 施設の概要 新宿校舎 東京都新宿区新宿 2-12-13 校地：134.36㎡ 校舎：926.68㎡ 

 １単位 20,000円 入学定員を家庭教育・人間開発教育両課程 400人、編入定員を各課程 200 人収容定員 4000 人に変更したので、大学通信教育設置基準第 10条別表第二（通信教育校舎面積）により新宿校舎を床面積から除いた。 （学校教育法施行規則第 4条の 2の規程により届出） ２０ 
 

 

 ２０～ 
 

 

 

 

 

 

 ２０～ 

八洲学園高等学校 新規技能連携指定（H19.11.16兵庫県教委認可） 新規協力校設置 学校法人瀬戸内学院 香川西高等学校 生徒募集区域広域化 香川県・愛媛県・徳島県 海外帰国生徒および海外在留邦人からの入学生徒獲得にための事業 ① 第２回アジア地区海外帰国子女教育研修と学校説明会への参加（校長参加予定日程：平成２０年５月～７月の間で約一週間） ② 第４回中・日・韓・東アジア日本語学生交流への生徒・引率教員派遣（２０年７月中国上海にて開催予定） ③ 日本語・外国語講座の開講に向けて調査・研究 協力校設置・人材管理のための組織編成 

 神戸デザイナー学院（神戸市中央区） １９年度、学則変更（認可申請中） 香川西高等学校でのスクーリング実施 
 ① 訪問地：中国・韓国・台湾他東アジア数都市 内容：日本人学校児童生徒・保護者・先生方対象の参加校の説明会、日本人学校派遣の先生方との意見交換、現地塾関係者との懇談及び塾訪問、説明会①②費用２５万円前後。主催：NPO法人日韓・アジア教育文化センター 協賛：全国海外子女教育国際理解教育研究協議会「全海研」・帰国子女教育を考える会 
 （２０年度予定。計画は逐次報告） 
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 ④教職員採用・退職計画 
 年 度 事    項 概    要 ２０ 
 

 

八洲学園大学 退職教員（専任）２名     （非常勤講師） 採用教員（専任）２名     （非常勤講師）７名  
 小宮郁子准教授・関巴准教授 金平敬之助・百瀬光正  鈴木啓之准教授・岩井貴生准教授 富田尚敬・リサゲイルボンド・山本順一・池田俊明・佐久間章・河野惟隆 桜庭望 ２０ 

 

 

八洲学園高等学校 教職員採用（新規：有期専任・１年契約：常勤・非常勤講師・パート・アルバイト）  常勤講師（１年契約・１４名）、非常勤講師（１年契約約８０名）、常勤職員（１年契約・１名）パート・アルバイト（１年契約・１６名） ２０ 
 

 

八洲学園大学国際高等学校 学校長交代 
 

 和田公人校長辞任 中田雅敏校長就任 

２０ 八洲学園高等専修学校 生徒減少や校舎老朽化を考え単体での存続はリスクが多く抜本的に見直す。  郊外への移転や事業内容の見直し、他校との合併も含め幅広く考えていく。 ２０ 八洲学園大学国際高等学校 西日本柔道整復専門学校 特になし 
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２０ 
 

八洲学園高等専修学校 嘱託事務職員退職につき補充  勤務時間を半日として派遣会社に委託 ２０ 
 

 

西日本柔道整復専門学校 常勤教員（単年度契約） 常勤職員及び教員（単年度契約）  高田義弘 福田かほり 
 

 

 ３ 財務の概要  学園全体としては、前年度貸借対照表の通り健全な財務状況である。大学がいまだ予定通りの学生数が確保できず、マイナス予算になることが確定しているので、支出を最小限に抑えていく必要がある。但し、教育還元の考え方から、八洲学園大学の研究経費については従前の通り予算を配分する。他の設置校についてはプラスの予算が編成できている。詳細は各校予算書の通り。 


